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第１章

名古屋大学との連携

三小田　博　昭

（１）仮説

　SSH第１期から第３期SSH研究開発の柱をなす重要な
コンセプトは高大接続である。「高等学校教育改革・大
学教育改革・大学入学者選抜改革が今後の日本社会を担
う子どもたちを育成するための鍵となる」と高大接続改
革システム会議の最終報告 （平成28年３月）にもあるよ
うに、中等教育と高等教育がシームレスに接続すること
が重要視されている。、本校は名古屋大学のキャンパス
内に位置している利点を最大に活かし、名古屋大学の人
的・物的リソースを最大限に活用してSSH研究開発を実
践している。また名古屋大学サイドにおいても、学内に

「教育基盤連携本部」を設置し、高校と大学との教育に
おける円滑な接続を図る観点から入試、教育部分におけ
る「高大連携」の企画・立案を行うとともに、各学部等
が実施する活動の支援等を」行っている（名古屋大学教
育基盤連携本部HPより）。加えて附属学校内に、「高大
接続研究センター」を教育学部と協同で設置し大学教員
が常駐して高大接続に関して最先端での研究を行ってい
る。大学教員から講義を直接受けることや、学校から離
れ、大学のキャンパスで実際に観察・実験を体験するこ
とにより、生徒の興味・関心を深化させていくことがで
きると仮定して、名古屋大学と連携したさまざまな取組
を実践している。

（２）実践

・中津川プロジェクト
　　日時：平成30年８月６日（月）〜８月８日（水）
　　場所：岐阜県中津川市
　　　　　東海地区国立大学共同中津川研修センター
・基礎セミナー
　　日時：名古屋大学初年次教育の学事歴による
　　場所：名古屋大学東山キャンパス教養教育棟及び、
　　　　　鶴舞キャンパス
・生物臨海実習
　　日時：平成30年７月27日（金）
　　場所：名古屋大学大学院理学研究科附属
　　　　　菅島臨海実験所（三重県鳥羽市菅島町）

・附属農場講演会・見学会
　　日時：平成30年10月13日（土）
　　場所：名古屋大学東郷フィールド

（３）評価

○附属高校生を受け入れた名古屋大学教員の声（基礎セ
ミナー授業者）

　（高校生と大学生が一緒に授業を受けることについて）
・授業に自主性をもって取り組む高校生の存在が、大

学生に良い影響をもたらしていることは間違いな
い。ただ逆方向への影響については丁寧な事後評価
が必要かと思われる。

・大学生にとってはやはり刺激になったように思われ
る。ワークショップでは大学生が高校生に助言して
いる姿も見られ、これは大学生の理解の定着にむし
ろ効果があったことではないかと思われる。高校生
からは、テキストを性格に読み解く大学生の姿を見
ながら、高校時代に読解力を身に付けることがいか
に重要かよくわかったとの発言もあった。

 （文責　三小田博昭）


